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日本海最上トラフ海域における表在性底生生物

松澤誠二;' 橋本 惇・・

1986 年９月に日本海最上トラフ内の水深540m から780m の海域|こおいて表在性

暖生生物の生勧細成および分布里の推定を目的として。潜水調査船｢しんかい2000｣

|こよる潜航調査および曳航式深海カラーＴＶ システムによる調査を実施した。各々

の調査面積は｡1240m2 および1550m2 であった。得られた結果は次のとおりであ

る。

{ll 海底は飲罷に厚く覆われており，生物の作った小穴や這い跡が数多く観察され

た。

闥 裘在性底生生物はトゲクロザコエピ。ﾉヽ サミモヱビが多く生意しており。分布

密度は各々250 個体/1000m2 および170 個体ﾉ1000m2 でありた。

131 魚類の分布密度は低く，ノロゲｙゲが40 個体/10COmlilS であ・ た。

圃 べｓズワ４ガニの分布密度は低く｡1.5 個体/1000m2 であった。
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MOGAMl  TROUGH  USING TOE DiiEP-SBA RESEARCH
SUBMERSIBLE  SHINKA! 2000 AND  THE DEEP-TOWED

COLOR  TV SYSTEM

SeJjiMATSCJZAWA*2 andJun HASHIMO'IO*2

A  series of surveys for deep-sea nsegalo^pibenthos using the deep-sea

research submersible SHINKAl  2000  and the deep-towed  color TV  system

(JAMSTEC  Type)  was carried out in the Mogami  Trough at depths from 540

m  to 780 m  in September  1986.

The  deep^ea  research submersible SHINKAl  2000  and the deep≫towed

color TV  system covercd survey areas of 1240 ni2 and 1550  mJ .respectively.

The  results obtained are as follows:

(1) Many  small holes and tracks made  by benthic organisms were seen on the

bottom  which was covered with thick, soft sediments.

(2) Aigis  deiitata and Euatus biu/igis were frequently observed. Population

density was  250  individuals/1000 m2  and  170  individuals/1000 m2,

respectively.

(3) The  population density of Allolcpis hoifaudi was  estimated at 40 indi'

viduals/lOOOm2.

(4) The  population density of Chionoecefes japonicus was estimated at 1.5

individuals/1000 m2.
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1. はじ め に

日本海を生物資源利用の観点 から見ると，沿跨

から沖合にかけてはかなり高度に利用されており

深海域についてもズワイガニ，ベニズワイガエ。

ホッコクアカエビ，ツバ４等を対象とした漁場と

なっている。しかしながら深海域における生物呎

基礎資料は太平洋側に比べて十分とは言い燵い。

各水産試験場等靫:よる底曳網漁船を対象とした淕

很物調査も操業水深が数百ｍ以浅に限られており

深海域R:おける生物|こ関する情報は不足している。

海津科学技術センター深海研究部では日本海|こ

おいても犀晦域における生物調査を継続的|こ実施

し，基礎的データの収集，蓄積を計っている。

今回の調査研究は日本海最上ト ラフにおいて潜

水調査船「しんかい2000 亅 および曳航式深海カ

ラーＴＶシステムを用いて表在性底生生物の生物

組成の調査および分布・ の推定を行った。

2. 方　 法

山形県酒田市西方沖|ご位・ する最上トラフ内の

38゛48.5'Ｎ，135` 55.0'Ｅの小海丘付近を調査対

象海域とした。図11 こ調査海域を示す。この小梅

丘は鳥海礁の南西約15km にあり，頂部の水深約

400m ，比高約380m である。

潜航調査Sこ先立ち，曳航式深梅カラーＴＶシス

テムを用いて海域の事前調査を行った。カラーTV

カメラ，スティルカメラ等を搭欹した曳航体が海

底から高度1.5m を保つようにモニタを観察しな

がらウインチ操作を行い，約1.5 ノットで曳航し

た。

潜水調査船「しんかい2000 」|こよ る調査は 表

在性底生生物の分布密度を測定するため鵬水調査

舳装偽の船外カラーＴＶカメラを真下|こ向けVCR

録画し，このカメラが海底から約1.8m の高度を

保つよう|こ航走した。また ステレオカメラで適宜

撮彩を行い。種の査定のための資料とした。調査

而積はカラーＴＶカメラの画角。潜水鯛査船の海

底からの平均高度および音響トランスポンダ航法

による1:5000 航跡図から算出した。

両調査後，ＶＣＲ 画像から表在性底生生物の分

布等を推定した。

２５２

図１　涓　 査　 梅　 域　 図

Location ｏｆ study area
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3. 結果と考察

1986 年９月25 日に曳航式深海カラーＴＶシステ

ムによる畢前調査および潜水調査船「しんかい

2000J による潜航調査を実施した。各々の航跡を

図２に示す。

潜水調査船は最上トラフ内小海丘の東側ふもと，

水深780m に着底した後， 緩斜 面を西方向 へ約

0.7 マイル航走し水深540m 地点において離底し

た。海底の状態はシルトからクレイサイズの細拉

に厚く覆われており，エゾバイ類によると思われ

る這い跡および生物に起因すると思われる穴が数

多く観察された。

曳航式深海カラーＴＶ システ ムおよび潜水調査

船によって調査した総面積は各々1550m2 および

1240m2 であった。表在性底生生物のうち出現し

図 ２　 しんかい2000 および 曳航式深海カラーＴＶ システ ムの航跡

（- ： しんかい2000 ，－－－一一: 曳航 式深 海カラーＴＶ システム）

および海底断 而図

Track lines of ’ISⅢNI《A1 2000 ’ and the deep-to  wed color TV sys･

tｅｍ （-･ 一一･:SHINKAI 2000 ， 一一一･一一:llle deep･towed ｃｏＩｏｒ TV

syｓtｅｍ ）
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た構成種は表１に示したとおりで，日本海深海峨

で従来から観察されていた種類である。

主な出現生物種の分布密慶を表２に示す。エビ

ジャコ類( 主にj4・gis daXajｓ RATHBUN), モ

｀ピ細( 主にBuaius  bi･ｕ がｓ RATHBUN) の分布

密度が高く各々250 個休/1000ml および170 個休/

1000ml であったが，ベニズワイガニは1.5 個体/

1000m2 と低密度であった。1983 年７月から８月

にかけて富山湾で実施された潜水調査船および曳

航式深海カラーＴＶシステム|ごよる跼査結果( 椙

本ら，1985) と比較すると。本調衣梅域はエビジ

ャコ類の分布密度が約100 倍と豊富であり，また

モエビ類。エソバ４類およびクモヒトデ類の分布

密度が約 】0倍から５倍程度と高くなっている。そ

の反而，ゲング類の分布密度が杓1/3 から1/2 程



表１　最上トラフにおいて観察された表在性底生生物

List of megalo-epibenthos in the Mogami t ｒｏｕｇh

２ ５ ４

※ リストの作成は既存のデータ等から推定した。
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'gatv-gylueti  ujua  111  uti<s mugouu  wvu^

PISCES Petroschmidtia toyamatrtsis KATAYAMA!

Lycodes tanakai JORDAN  et THOMPSON  : 9-fh  tfv*f

L- nakamurm  (TANAKA)  : 9  Qfvtf

Attempts hcttartdt JORDAN  ei IOJBBS  '■ >' o tfy?

Mabcocotus gibber SAKAMOTO*  MATSl) BAR A: -b fj  &&

Careproctus trachysomo GILBERT  et BURKE  : *fy  *£9 ~V

Cargproctus sp. ; □ V ~ R

HOLOTHURIOiDEA Synofloctes nozowci MITSUKURI  ･

ASTEROIDEA Ctenodiscus crisPotus (RETZlUS)  - X  i- A Y ^

Uptychaster aredo* (  SARS) :

t. anomclu$  FISHER  : ?x-6jy

Cr0j$≪f*r papbosus ( LINNE' ) : 7  "? k iiytv-f*

OPHIUROIDEA Ophiuroidae gen. sp,; t  h f'WR-R

CRINOIDEA Unidentified crmoid  :

BRACF1YURA Chionoecetes japonkus ("RATHBUN")  ! Xrj  4 fi

MACRURA Pandalus borealts KROYER  : *

Eualus biungts (RATHBUM)  ; 4  % J- c

Ledteus unotiistensts (RATHBUN)  : 'f"7 ≪je'

dentate RATHBUN  :

unidentified shrirop

CHPHALOPODA Berryteuthis magister (BERRY)  ' Vfj

GASTROPODA Buccinum  tenuissimum KUROKA  ; ^#^7?

B. isubai  KURODA  ; y  >

Neptunea tnconstriota (DALL)  : ff

CO  F.LENTER ATA I.tl>on$ma rnidticomis (VERRJLL)  : v?
unidentified sea anemone

POFIFERA unidentified sponge



度，ズワイガニ類の分布密度は約1/5 程度である

との結果が得られた。本調査海域におけるエビジ

ャコ飢，モエビ類エゾバイ類の現存量はかなり多

いものと推定される。特に水深650m から700m

の範囲では分布密度も高く集中的に生息している

傾向が見られた。水深650mｲ 寸近においては海底

の直径100mm 程度の小穴に全長20mm 程度のモエ

ピ飢幼体と思われるものが約20 尾同一方向を向い

て積み重なるように富集して生息している状悠が

数か所見られた。成体のモエビ顛についてはこの

ようSこ密生している状態は観察されず。分散して

生息していた。日本海深海域における主要漁硬物

の１つとなっているベニズワイガニの現存量は本

海峨では少ないものと推定される。水深650m 付

近ではベニズワイガエの死骸が２個体観察された。

富山湾や大和堆海域では潜水糾査船等の調査によ

ってベニズワイガニが多く生息していることが知

られているにもかかわらず，死骸が観察された例

はあまりない。この違いについても今後調査する

必要がある。

また。 本調麗海域では魚類の分布密度が低く，

最も多く出現したゲｙゲ騙で44 個体/1000m2 で

あったが，最上トラフ内平坦部（水深?85m ）の

第247 回潜航調査結果（山洞，1986 ）ではノロゲ

ングの分布密度が162 個体/1000m2 と高く局所的

な差異を示している。この原因は。本調査海峨は

表２　主な出現生物の分布密度

Population densities of main megalo-

epibenthos（indiｖiduals/1000m2 ）

しんかい20邨 皿姐式カメラ

エ ビ ジ ャ コ 袙 ２５０ ３００

モ ェ ビ 畑 卩 ０ ｊ３０

エ/　/ で　ィ 頸 .50 柚

ゲ ノ ゲ 類

カ ジ カ 短 ２０

ズ ワ イ ガ ニ 馗

ク モ ヒ ト デ 譱 ９０ ５０

ミソ マタナマコ碵 ７０ 朷
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地形的に見て東西に緩斜面のある谷部であるのに

対し。第247 回潜航調査地点は，西側の月山礁ま

でも約10km 離れており，ほぼ平坦地であるため，

地形的な要衆が関係していることも考えられる。

潜水調査船および曳航式深海カラーＴＶシステ

ムのビデオ記録によって観察された底生生物の個

体数の相対的組成比を図３に示す。両調査は手法

的には光学的手法に属するものであり。その結果

も類似の傾向を示し，調査海域の優占種はエビジ

ャコ類であり，モエビ類が続いて出現している。

港水調査船内からの生態観察ではエビジャコ類に

ついては潜水調査船の接近に対して跳躍したり泥

中にもぐり込む逃避行動が見られた。曳航式深海

カラーＴＶシステムの場合は潜水調査船に比べて

水中での機械的 ノイズもはるかに小さく光源も弱

いため，曳航休の接近に対して反応する個体の少

ない可能性は考えられる。

日本海区水産研究所が1970 年に日本廊各海域

において爽施したトロールネット調査結果（尼形

ら，1973 ）のうち，今回の最上トラフ海峨調査と

同捉度の水深範囲のデータを抽山し，各々の出現

搆成拓の相対的組成の比較を図４に示した。最上

トラフ海域の潜水調査船および曳航式深海カラー

ＴＶシステムの調査結果に対し他の４海域におけ

るトロールネット調在（目合い90mm ）では出現

生物の術成に差違が見られる。トロールネット調

査では比鮫的小さいエビ類は網抜けしたり。而底

の起f犬の大きい地点では採捕率が悪くなること等

が累麓質閃として挙げられるのに対し，潜水糾査

船や曳航式深海カラーＴＶシステムの場合は海底

から離れて遡泳している生物はＴＶカメラの 脱野

に入りgこくく，調査対象外になること等が考えら

れ。調介手法の特性がデータ値の差違となってい

る。

1985 年９月に青森県太平 洋側の小川原海戚谷

において筆者らが実施した曳航式深海カラーTV

システムの凋･介結果（鴎本ら，1986 ）によると。

曳航式深海カラーシステムのサンプリング効串を

100％とした燭合のトロールネットの サンプリｙ

グ効率は魚随の止息特性によって差はあるが25％

以ドと推定された。また。岩手県沖において同様

の比較を火施した結果（北川ら｡1985 ）では。ト

ロールネットのサンプリング効率は４％以ドと低

２５ ５
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しんか４Ｑ０００　　　　　　　　 曳航疣蓆轟カラーＴＶシステム

図３　最上トラフlこおける出現表在性底生生物の相対的組成比 ・

Relative comparisons ｏｆ megalo-epiben thos in tｈｅ Mogami trough

図 ４　 トロ ール ネット調 査， しん かい20CO および 曳航式深梅カ ラーＴＶ システ

ムSこよる出現生物 の相対的 比較

Relative comparisons of megalo-epibenthos. which are compared

with trawling e χperiments. SHINKAI 2000 and the deep-towed ＣｏＩｏｒ

TV system.
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く．従来から,j･われているようＫ 水深の増加とと

もlこサンプリｙグ効率が阨ドする傾向を示してい

た．

このように異なる圃介ｆ 法によ・て得られた深

洵止物のデータにはI≫Jきがあり，最|ジ ラフ海域

の″|ﾓ物的特性を論じるには今1111の調戉結火のみか

らではｲζ|･分である．故に本凋査海峨のよう|こ深

洶唯物の末,凋査海域については特|ごトロールネッ

ト等による'li淌･1r後の訓肖が望まれる．

4. お わ り に

表在幢底生唯物.H ftにおいて．曳航式深抑カラ

ーＴｖ システムや潜水調召鯨の光学ｘ 霓を川いる

.凋肖はトロ ールネット調査に比較し，生物の定;a

化に適していることは雌に帆告されているとおり

である．( 曉木ら.1985. 松澤ら. 1986. 橋本ら.

1986)．しかし．先の例で見られるようにこれら

の調査r 法にはａ々の特性があるため･|咄1の調代

では深汕丿峨の唯物細成および生物咀を| 一分|ご把握

しているとはｊ･い離い．これらの調14tf法の特性

を41 むし．データのfll'Lfrli完を行うことでより精

ll の高い生物,凋介が哨ilとなるであろう．

μ:よる表在外メガロベントス分布密度推定の

試み，海洋科学技術センター試験研究報告特

集り･. 23-35.

12】111洞仁.（1986 ）: 最上トラフにおける深海生

物の生態分布と環境，海洋肝学技術センター

第３回「しんかい2000 」研究シｙ ポジウム

予稿集，55 －57.

131 1d 形哲男，沖山宗ﾘj，谷野保人.（1973 ）:ト
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物資蒿1のﾔt状，日水研轍告，（24），21 －51.

【41 橋本惇．松澤誠こ．人塚清.（1986 ）: 曳航式

深海カラーＴＶシステムによる17森県八戸沖

深廊生物剥査， 水産庁第５回水産|:今研究推

退全国会誌佃告;!;，97 －98.

151 北111大二．橋本惇，上野凶弘，石111享－． 岩
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んかい2000 」によるトゲエビ分１密度の推定．
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